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タ表現やオブジェクトインスタンスを malloc や new 操作などによって動的に生成できる
ヒープ管理が柔軟性の源となっていると考えられる． 




と呼ぶ）．PCA はルーティングネットワークの中にメモリと FPGA をちりばめたアーキテ
クチャでメモリ上のデータ間の加工・転送を CPU を介さずに FPGA 上の論理回路とルー
ティングネットワークにより直接かつ並列的に行うことができる．  
  PCA に関連する研究として，NTT の研究グループは PCA の最初の LSI である PCA-1
を製造し，特徴的な機能のすべてが正しく動作することを確認した．さらに同グループは
性能向上を目指した二つ目の LSI である PCA-2 を製造している．PCA-2 の設計に際して
は，PCA-1 の評価結果に基づくアーキテクチャおよび設計手法の改良と先端プロセスの利
用による性能向上が図られている．以上のように PCA アーキテクチャの改良に関する研





































 以上によって NTT の PCA-1，PCA-2 と比べてはるかに完成度の高い PCA アーキテク
チャを得ることができたと考えている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
